
教　科： 理　科　　 科　目： 科　学　と　人　間　生　活　　単位数：　２単位　

対象学年組： 第２学年（２２Ｒ、２３Ｒ，２４Ｒ、２５Ｒ、２６Ｒ）　　

使用教科書：（科学と人間生活　[啓林館]）

使用教材  ：（　啓林館　サンダイヤル科学と人間生活の学習ノート　）

指導内容 科学と人間生活の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

定期考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

3

序章 2・科学技術の進歩・発展を，情報・通信技術を例に
して理解させる。

・植物が光合成によって有機物をつくることを理解させ
る。

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

2

４
月

５
月

Ｃ　動物の行動と光 ・光に対する動物の行動を理解させる。

Ｂ　ヒトの視覚と光

生物と光
Ａ　植物の生育と光

・視覚が環境について多くの情報を与えてくれることを理
解させる。

食品と衣料
Ａ　食品の科学 ・生命を維持して日常生活を営むのに必要なエネルギー

を，食物から得ていることを理解させる。

5

4

６
月

Ｂ　衣料の科学 ・衣料材料の性質や用途について理解させる。 6

Ａ　太陽系の中の地球
・太陽系の構造と地球について理解させる。

5

７
月

振り返り 主に１学期期末考査までの復習 1

3Ｂ　太陽と人間生活 ・太陽からのエネルギーと人間生活について理解させ
る。

８
月
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指導内容 科学と人間生活の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

定期考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

観点：内容を理解し、様々な事象に
ついて考察できるか。
方法：小テストや問題演習及び定期
考査

これからの科学と人間生活 身近な遺伝の解析を進めながら、人間生活を送るうえで
科学的な知識が重要であることを意識させる。

4３
月

振り返り 主に３学期末考査までの振り返り 1

２
月

これからの科学と人間生活 身近な遺伝の解析を進めながら、人間生活を送るう
えで科学的な知識が重要であることを意識させる。

4

１
月

これからの科学と人間生活 遺伝子の発現によって生命活動が調節されているこ
とを遺伝の現象例に理解を深めさせる。

4

月

振り返り 主に２学期期末考査までの復習 1定期考査

これからの科学と人間生活 遺伝子の研究の発展と人間生活
　生命活動の最小単位は細胞であり、生命活動を支えて
いるものがDNAであることを理解させる。

2

９
月

Ｃ　天体の運行と人間生活 ・天体の運行と人間生活の関連を理解させる。 3

これからの科学と人間生活 ・遺伝子の研究の発展と人間生活
　生命活動の最小単位は細胞であり、生命活動を支えて
いるものがDNAであることを理解させる。

5

月

これからの科学と人間生活　ＳＧＤｓ 環境問題について触れる。21世紀になり笑われを取
ります環境が悪化していることをりかいさせる。地
球温暖化や生物多様性についてとりあげる。

6

月

これからの科学と人間生活 遺伝子の研究の発展と人間生活
　生命活動の最小単位は細胞であり、生命活動を支
えているものがDNAであることを理解させる。

5

12

10

11


